
 

 

 

 

 

教育目標  『自ら学び・ともに繋がり・やり抜く生徒』 

 

 

 

 

           「言葉は心の鏡。そして、もう一人の自分」 
 

                校長  羽間 博子 

 

色とりどりのあじさいの花が咲く季節となりました。あじさいの花は、育っている土の酸度に

より花の色が変わると言われています。さて、新年度が始まり、一学期の折り返しの時期となり

ました。学級・学年・部活動などで様々な人との関わりが深まっていると思います。そこでこの

時期、人との関わり方でとても大切な「言葉」について少し考えてほしいと思います。皆さんも

よく知っている一つの詩を紹介します。 

 

【こだまでしょうか】      金子みすゞ 

「遊ぼう」っていうと「遊ぼう」っていう。「馬鹿」っていうと「馬鹿」っていう。 

「もう遊ばない」っていうと「遊ばない」っていう。 

そして、あとで さみしくなって、 

「ごめんね」っていうと「ごめんね」っていう。 

こだまでしょうか、いいえ誰でも。 

 

自分が優しい言葉をかけると相手からも優しい言葉が返ってきます。しかし、相手を悲しませ

る言葉、傷つける言葉、冷たい言葉をかけるとやっぱり同じような言葉が返ってきます。言葉は

「こだま」です。「こだま」は声や音が山や谷などに反響することです。皆さんも山に登ったとき

このような経験はありませんか。古代、言葉には、霊力が宿ると信じられ、発せられた言葉通り

の状態を実現する力（言霊）があると考えられていました。もっとわかりやすく言うと、言葉は、

発する人の心の鏡であると言うことです。日頃皆さんは、どんな言葉を使っていますか。今日、

友達とどんな言葉で会話をしましたか。たった一言が人の心を傷つけたり、たった一言で心が温

かくなり、元気をもらえたりします。そんな言葉の重さについて、今一度考えてみてください。

また、想像してみてください。自分が発した言葉が相手に届くと相手は喜ぶのか、それとも悲し

むのか。この南千里中学校が、誰もが安心して温かい気持ちで過ごせる場であってほしいと願っ

ています。言葉で思いを伝えるということは簡単ではありませんが、できるだけ丁寧にわかりや

すく、そして温かい言葉で伝えよう、伝えたいという思いが相手への「思いやり」へとつながっ

ていきます。   温かい言葉が飛び交い、笑顔でつながる南中にしよう！！ 
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Ｒ4（2022）年度 ６　月 行事予定

日 曜 1 2 3 4 5 6

1 水
補填

(3総)

2 木 特

3 金 心臓２次検診PM 物品販売 23総

4 土

5 日

6 月 歯科検診AM (1年) 水5

7 火 登校検尿②

8 水 進路説明会（授業5限まで）

9 木 特

10 金 23総

11 土

12 日

13 月
補填

(3総)

14 火 心臓２次検診AM 予備日 学校諸費引き落とし日

15 水 期末テスト

16 木 期末テスト

17 金 期末テスト

18 土 PTA 運営委員会(視聴覚室14:00～)

19 日

20 月 補填

21 火 検尿最終日

22 水 ３年修学旅行事前指導(６限)
補填

(3総)

23 木 ３年修学旅行 特別時間割

24 金 ３年修学旅行 特別時間割 2総

25 土 ３年修学旅行 　

26 日

27 月 ３年　代休 学校諸費再引き落とし日 特別時間割

28 火

29 水 人権講演会事前指導(1限) 研究授業(6限) 人権
研究

授業

30 木 授業アンケート（6限）

12～19 個人懇談 20  １学期終業式、大掃除、特活

吹田市立南千里中学校

行　　　事

7
月
予
定

お知らせ 

 ・５月１０日より体育科  稲田明敏先生 が着任されました。よろしくお願いします。 

・教育実習（５月２３日～６月１０日）が始まっています。 

  理科 森本 拓海さん、社会科 渡邉 泰樹さんの２人の実習生が頑張っています。 

・昨年度の体育館改修工事に引き続き、校舎の外壁工事が夏季休業中に行われます。そのた

め６月下旬より足場等の工事が始まります。 

・５月２９日（日）大和大学（吹田キャンパス）で行われた、すいた市 P音楽祭のポスター

に、３年 日原佳桜里さんの作品が選ばれました。 

 

 


